
６．砂防施設の効果事例
■2021年(令和3年)7月，８月の大雨による土砂災害発生状況
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■2020年(令和2年)7月豪雨による土砂災害発生状況
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砂防関係施設整備箇所数 871箇所 1508箇所 1,803箇所 +932箇所

整備率 20% 30% 36% 16%

1993年(平成5年)の8・6水害や2006年(平成18年)の北部豪雨災害を受けて，大き
な被害を受けた地域等に砂防関係施設を重点的に整備してきた結果，土砂災害の発生
件数及び被害が減少しています。

■ 降水量 ■ 土砂災害の発生件数及び家屋被害
（鹿児島県内）■平成5年8.6水害（鹿児島市観測所）

■令和元年6月末豪雨（吉田町観測所）
■令和2年7月豪雨（鹿屋市観測所）

■平成5年8.6水害
■令和元年6月末豪雨
■令和2年7月豪雨

【平成5年8・6水害，令和元年6月末豪雨と令和2年7月豪雨との比較】
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■平成18年北薩豪雨
■令和3年7月９日からの大雨（さつま柏原観測所）

【平成18年北薩豪雨と令和3年７月の大雨との比較】

■平成18年北薩豪雨
■令和3年7月９日からの大雨
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人的被害（死者数）
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■2016年(平成28年)9月台風16号の大雨における砂防堰堤による土砂・流木捕捉事例

（平野川・平野川支川）

災害が繰り返される中で長年
にわたり施設整備を進めた結
果、多数の砂防堰堤が土石流や
流木を補し、下流での人的被害
発生を防止しました。
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■新燃岳噴火による霧島川の砂防堰堤の効果事例

■2018年(平成30年)7月梅雨前線豪雨における砂防堰堤による土砂・流木捕捉事例


